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フィリップ・レノ
増田都希 訳

啓蒙時代の礼節
法・習俗・マナー

ジャンル：哲学思想・西洋文化史

二つのマナーがある。栄光に包まれた「行儀作法」、そして時には偽善的ないし背徳的で
さえあった「礼節」。これらをめぐる啓蒙時代のモンテスキュー、ヴォルテール、ヒューム、
ルソー、カント、スタール夫人らによる考察は、道徳的であると同時に政治的でもあった。
文明化の価値、社会慣習と誠実さとの緊張関係、人類の多様性の問題、さらには絶対王政
とフランス流マナーの親近性と自由な英国のシンプルな習俗のコントラスト、市井であれ
宮廷であれ「女性の支配」と行儀作法の共犯関係、そして、今日では等閑に付されがちな
法・習俗・マナーの関係にも光を当て、そこに浮上する問題が、私たちにとっても現在も
なお重要であり続けていることを明らかにする。

フィリップ・レノ（Philippe Raynaud）
1952年生まれ。パリ第２大学名誉教授（政治学）。専門はアメリカ政治思想・法思想史、法哲学、政治哲学。
フランス学士院会員。本書によってラ・ブリュイエール賞（アカデミー・フランセーズ、2014）、ボルドー・
モンテーニュ賞（ボルドー・ワイン・アカデミー／ボルドー市、2014）を受賞。

◎注文書◎好評既刊関連書

啓蒙の精神〔T.トドロフ〕 定価2,420円 冊
978-4-588-00895-5 C1310　

啓蒙〔D.ウートラム〕 定価4,730円 冊
978-4-588-01072-9 C1310　

宮廷社会〔N.エリアス〕 定価5,720円 冊
978-4-588-00107-9 C1336
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四六判・374頁・上製
定価 4,620 円 (本体 4,200 円＋税 )
 ISBN978-4-588-01179-5 C1310
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法政大学出版局
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あの騎士たちは
どこへ消えたのか？
「チチスベオ」は、18世紀のイタリアで、夫の同意のもと既婚貴婦人に付き従い、
助ける任務を負った「付き添いの騎士」のこと。その役割は、組織化された三角
関係の中で公的に承認されたものだった。本書は、当事者や関係者の証言、日記、
回想記、旅行記、文学や絵画作品などを精査し、彼らが生きた歴史を探訪する。

法政大学出版局／定価（本体4800円＋税）
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水都ヴェネツィア　その持続的発展の歴史
陣内秀信著
その成り立ちと魅力を語り、交易都市から文化都市へと転換する16世紀の
生活空間、サン・マルコ広場の再構成の過程、都市の祝祭空間を論じて、
水と共生してきたこの都市のサステイナブルな発展の歴史を明らかにする。

定価（本体4000円＋税）

宮廷社会
N. エリアス著 波田節夫・中埜芳之・吉田正勝訳
西欧17～18世紀の宮廷社会の実態を住居・作法・儀式など生活及び思考様
式を通して実証的に分析、相互依存関係が編み成すこの特殊な社会構造の
図柄を解明する。 定価（本体5200円＋税）
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増田都希訳フィリップ・レノ著

Philippe Raynaud
La politesse des Lumières. Les lois, les mœurs, les manières
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